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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 1 1 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0
14 * 1 5 4 11 1 1 1 1 1 2 1 1 0 0
21 * 0 2 7 11 0 1 2 2 1 3 2 1 0 0
22 * 0 0 6 13 1 2 2 8 8 16 0 3 1 0
33 * 0 0 8 15 0 0 1 8 8 16 1 0 0 3
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5 * 1 3 3 7 0 0 1 3 3 6 1 1 0 0
9 * 1 5 0 2 0 0 1 1 5 6 1 2 1 0
10 * 2 8 4 16 0 0 2 1 2 3 1 2 0 0
37 * 0 0 4 6 0 0 3 4 1 5 0 0 0 0
74 * 1 2 4 8 3 3 2 2 1 3 3 3 1 0
7 0 3 7 0 1 0 0 3 1 3 4 1 0 0 0
25 0 0 0 1 2 0 0 3 2 0 2 0 2 0 0
35 0 0 0 2 9 0 0 1 3 4 7 0 0 0 0
75 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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２部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2014.09.13
大阪経済大学開始時間 15:30

会　　場 大阪教育大学体育館

大阪経済大学
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試 合 ＮＯ224

73 63

敗チーム

甲南大学

男子

戦評
【総括】
本日の第4試合目は、両チームともこれまで全勝の大阪経済大学と甲南大学の試合である。第1ピリオドは、両チーム
確実に点を取り、早い展開が続く。第2ピリオドもその展開が変わることはなかったが、前半1回目の大経大のタイムアウト
から大経大が2-3ゾーンディフェンスをしかけ、甲南大はそれにうまく対応することができず、試合が動き始める。第2ピリ
オド以降点差がひらきはじめ、甲南大に流れが傾きかけることもあったが、大経大は確実にシュートを決める。結果、73-
63で大経大が勝利した。
【第1ピリオド】
試合開始早々、甲南大の#10佐藤のミドルシュートが決まる。さらに、立て続けにミドルシュートを決め、6-0と甲南大が
リードする。それに対抗し、大経大もオフェンスリバウンドからゴール下シュートで確実に点を稼いでいく。その後も試合
展開は早く、両チーム一進一退の攻防が続く。両チームともファウルが続き、選手交代が多くおこなわれ、控えの選手の
活躍が目立つ。しかし、点差は開くことはなく、24-23で甲南大リードで第1ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
第2ピリオドが始まり、両チームとも激しいディフェンスで中々点が入らない。先取点は、大経大の#33重本のミドル
シュートとなる。その後、試合の流れがどちらに傾くということもないが、甲南大の速攻が決まり、残り時間3分59秒となっ
たところで前半1回目のタイムアウトを大経大がとる。タイムアウト後、2-3のゾーンディフェンスを大経大がしかけ、シュー
トも決まり、点差をひろげようとする。残り2分18秒、35-30で大経大が5点リードの戦況で甲南大がタイムアウトをとる。し
かし、大経大の2-3マッチアップゾーンディフェンスにうまく対応することができず、37-30で大経大7点リードで前半を折
り返す。
【第3ピリオド】
甲南大ボールから試合が始まるが、先取点は大経大となる。その後、試合の流れは大経大に傾きかけていたが甲南
大の#74山本のミドルシュートや#5田邊の3Pシュートなどにより、甲南大は食らいつく。残り4分、49-39で大経大10点
リードで甲南大が後半1回目のタイムアウトをとる。しかし、大経大が点差をひらきはじめ、42-58で大経大16点リードで第
3ピリオドを終了する。
【第4ピリオド】
大経大ボールで試合が始まる。甲南大は2-3のゾーンディフェンスに苦しめられ、シュートがなかなか入らない。残り5
分20秒、62-50で大経大が12点リードで大経大がタイムアウトをとる。タイムアウト後、甲南大#7畑段の3Pシュートが決ま
り、9点差となる。さらに#37細原がシュートを決め、甲南大は7点差に詰め寄る。試合の流れは甲南大に傾きかけようとす
るが、大経大も確実にシュートを決め、追撃を許さない。大経大#21三枝がシュートを決め、点差が11点差で残り45秒と
なったところで、甲南大がタイムアウトをとる。しかし、点差が縮まることはなく、73-63で大経大が勝利を飾った。

主審

関西学生バスケットボール連盟

井藤 次晴(神院大)戦評大下　俊 副審 松尾　諭

記録


